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1．問題の所在と本実践の目的
　文部科学省は、2011年３月に取りまとめられた中央教育審議会答申において、基礎的・汎用的
能力の中に人間関係形成・社会形成能力を位置づけ、その中にコミュニケーションに関する要素
を内包した。これまでもコミュニケーションに関する要素は、学士力（文部科学省：2008年）を
はじめ、人間力（内閣府：2003年）、就職基礎能力（厚生労働省：2004年）、社会人基礎力（経済
産業省：2006年）等でも強調されてきたことは明白である。このような文脈から、社会へ進出す
る手前に位置づけられる大学生のコミュニケーション力向上は、高等教育機関におけるキャリア
教育の中でも、一つの命題となっている（１）。
　しかしながら、コミュニケーション力を社会的スキルの側面からとらえたとき、向上するため
のトレーニングを処世術的なものやマニュアル的なものとして提供したのでは適切ではない。大
坊郁夫と宮原哲が指摘するように、コミュニケーションとしての社会的スキルは、生き方全体に
も関わる総合的な概念だからである（２）。しかしながら、実際的なトレーニング（ここでは主に授
業）では、コミュニケーションに関する形骸化された知識及び方法の獲得に偏重している傾向が
ある。また、トレーニングが限られた時間と空間で展開されるために、上述のようなコミュニケー
ションが持つ総合性と照らし合わせると、トレーニングだけでコミュニケーション力を向上させ
ることは困難であるため、授業外による個々の学生の活動に依拠せざるを得ない。そして、授業
の範囲内で実践的な側面を補完しようとすれば、ロールプレイング等の活用が代表的な試みとい
えるが、フィードバックの方法等に課題を残している実情も否めない。
　そこで本実践では、このような問題関心を踏まえて、授業という限定された時間と空間におい
て、学生のコミュニケーション力をより一層向上できるための授業方法の検討を目的とした。そ
のためにも、以下の３つに焦点を当てた授業方法を提案する。
　第一に、学生がコミュニケーション場面における実際の行為ではなく、行為に到るまでの思考・
判断に焦点を当て、思考・判断を質的に高められることを目指す。
　第二に、学生がコミュニケーション場面での思考・判断を顕在化し、行為と重ね合わせながら
省察できることを目指す。
　第三に、学生がこの思考・判断の記録を継続的に行うことで、コミュニケーション場面におけ
る行為の後の省察（Reflection after Action）ができ、さらには行為の中の省察（Reflection in 
Action）も可能にすることを目指す（３）。
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　これらの目的を達成するために、「３分割リフレクションシート」を活用した授業実践を提案す
る。そして、授業方法としてこのシートを活用すれば、授業内で実施するロールプレイング等も、
質的な向上を図ることができると考えた。
2．授業実践の概要
（１）岡山大学キャリア教育プログラムの全体像
　岡山大学（以下、本学）では、2012年度現在に到るまで、キャリア教育プログラムを体系化す
るための取組みを進めてきた。その結果、広範かつ多岐にわたるキャリア教育の分野において、
「人間関係の構築」、「多様な課題の解決」、「職業・勤労観の形成」の３つを教育目標として掲げ、
これらに基づき、学生たちが10の教育プログラム（授業）を受講しやすくするために可視化を試
みてきた（４）。また、体系化のための枠組みとしては、基礎・応用・総合の３つを設定し、その上
で講義に演習を加えた形式と実践的な演習を中心とした形式とに分類した。【表１】を参照された
い。
【表１：2012年度　岡山大学キャリア教育プログラム一覧】
領　域 授　　業　　名
??????
＜基礎講座＞
Ⅰ　自分・大学・社会を知り人生について考える
Ⅱ　コミュニケーション力に磨きをかける
Ⅲ　知らなきゃやばい！大人のマナー＆常識
Ⅳ　企業を知り業界を知る　初級
＜応用講座＞
Ⅰ　企業を知り業界を知る　上級
Ⅱ　英文ビジネスプレゼンテーション
Ⅲ　ベンチャーへの道
＜総合演習＞
Ⅰ　ニュースを読み解く　実践的メディア論
Ⅱ　プロジェクトを企画し実行する力を養う
Ⅲ　専門スキルを身につける①②
（２）「キャリア形成基礎講座Ⅱ―コミュニケーション力に磨きをかける」の概要
　本実践は、上の【表１】において「キャリア形成基礎講座Ⅱ―コミュニケーション力に磨きを
かける（以下、キャリア基礎Ⅱという）」の授業で展開している。また、キャリア基礎Ⅱにおける
「コミュニケーション力」とは、コミュニケーションに求められる要素としての「①環境　②関係
性　③知識　④方法　⑤感情」を調整・活用・改善できる力として定義づけた（５）。そして、これ
ら５つの要素を調整・活用・改善するためには、コミュニケーションを営む者自身が思考・判断
しなければならないことを第１時の授業でも学生と確認している。
　ちなみに、2012年度現在のキャリア基礎Ⅱのカリキュラム（年度内に２つのセメスターで構成、
基本的には同一の内容を各セメスターで開講）は下の【表２】の通りとなっているので、参照さ
れたい。
　【表２】のカリキュラムに沿って授業を進めるが、理論的な内容を含めた講義中心の授業を前半
に設定し、後半は演習中心の授業、例えばロールプレイやディスカッション等のペア（グループ）
ワークを中心に設定した。中でも、第７時には学生自身がコミュニケーションをリフレクション
（省察）できるための考え方や方法について講義形式中心で授業を行い、演習への関連づけとした。
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そして、第８時では本格的な演習形式の導入として３分割リフレクションシートの活用方法を中
心に提示し、実際に取り組んだ。さらに、以降の演習では、実際に行った各コミュニケーション
場面を３分割リフレクションシートへ継続的に記録することを促した。
【表２：2012年度　キャリア基礎Ⅱのカリキュラム】
コマ 各コマの授業タイトル 形　式
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
コミュニケーションを学ぶ意味を知る―コミュニケーション論
発達によるコミュニケーションの違いを知る―集団的自己と他者認識
他者理解を深める―共感性と間主観性
間主観性向上プログラムを開発してみよう（グループワーク）
納得と合意をつくり出す―アサーションとロジカル・シンキング
魅力的なポップを作ろう（グループワーク）
コミュニケーションをふり返る―リフレクションの必要性
コミュニケーション演習①―３分割リフレクションシートを使いこなす
コミュニケーション演習②―１対１での対話場面①
コミュニケーション演習③―１対１での対話場面②
コミュニケーション演習④―１対１での対話場面③
コミュニケーション演習⑤―集団での対話場面①
コミュニケーション演習⑥―集団での対話場面②
コミュニケーション演習⑦―集団での対話場面③
総括
講義中心
講義中心
講義中心
演習中心
講義中心
演習中心
講義中心
演習中心
〃
〃
〃
〃
〃
〃
総括
 （※１コマ当たり90分間の授業）
（３）３分割リフレクションシートの概要
　３分割リフレクションシートとは、教育・福祉・看護領域等における対人援助専門職者が、実
践者たちの援助場面を記録・検討して、専門的力量を高めることを目的とした記録紙である（６）。
このシートの特徴として、一定の実践場面について「①対象者の言動、②実践者の思考・判断、③
実践者の言動」の３つの要素を明確に記録できるため、効果的なリフレクションができる点であ
る。【表３】を参照されたい。
　このシートを授業中のコミュニケーション場面等に用いれば、上の３つの要素を学生が明確に
記録することを援けられるとともに、記録そのものの作業と記録に基づいた検討作業によって行
為の後の省察を導き出すことができる。そして、この行為の後の省察を蓄積することで、学生た
ちのコミュニケーション場面における行為の中の省察も導き出すことを目標とした。
【表３：３分割リフレクションシート】
相手の言動 自分の思考・判断 自分の言動
３．３分割リフレクションシートを活用した授業内容と成果
（１）３分割リフレクションシートを活用した授業内容
　【表２】の通り、第７時と第８時でリフレクションに関する理論的な説明と３分割リフレクショ
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ンシートの活用方法を提示した。その上で、以降の演習のフィードバックに活用している。
　例えば、第９時では、限定した一つのテーマと回答方法に絞り、５分間の対話を続けるワーク
を行った。その後、５分間の応答場面と自分自身の思考判断を３分割リフレクションシートへ記
録した。このようなワークを交互に３回ずつ繰り返した。
　また、第12時ではグループディスカッションの場面を設定し、一定のテーマに基づいたディス
カッションを10分間行った。そして終了後に最もリフレクションしたい場面を個々の学生が選別
して３分割リフレクションシートへ記録した。さらに、グループディスカッションを継続して行
うが、途中でランダムに決められた役割を演じるなどの課題も織り込むことで、ディスカッショ
ンの難易度を上げていった。
　そのほか、第８時以降には、原則として一定のコミュニケーション場面での演習を終えた後に
は３分割リフレクションシートへの記録を習慣化してきた。
　本稿では、具体的な実践例の紹介として上述の第９時について授業計画に添って【表４】の通
りに報告しておきたい。
【表４：2012年度前期　第９時授業計画】
年　月　日 　2012年６月11日（月）
タイトル 　第９時　コミュニケーション演習②―１対１での対話場面①
ね ら い
　１対１での限定的な対話場面を踏まえて、３分割リフレクションシートを実
際に記録することができる。
概　　要
　本時までにリフレクションやシートについての理解を深めてきた。特に、思
考・判断の記録を中心に学習し、初段階の演習形式である本時ではコミュニ
ケーション場面後に思考・判断を記録できる体験を保障した。
　そのため、実際の言動についてはボリュームを抑えられるよう「クローズド
クエスチョンゲーム」を導入する。予め用意したテーマについて、質問者は５
つの質問を行い、回答者はYesかNoのみで答えていく。その結果から、当初
のテーマについて質問者が言い当てるという対話場面を設定した。
プログラム
・本時のねらいと内容に関する説明
・できるだけ初めてワークをする者同士でペアをつくる
・以下のテーマについて各５分のクローズドクエスチョンゲームを行う
　１）あなたの好きなスポーツは何ですか？
　２）あなたの好きな動物は何ですか？
　３）あなたが小学生のときの“マイブーム”は何ですか？
 上記について、Aが質問者、Bが回答者、逆にBが質問者、Aが回答者となっ
て、質問者は５つの質問をしていき、回答者はその質問にYesかNoでしか
答えてはいけない。最後の５つ目の質問は、各テーマの核心に迫る質問を行
い、言い当てられればクリアーとなる。
 １つのテーマの終了後に、質問者は用意された３分割リフレクションシート
へ記録する。
 記録後には、回答者と共に適切であった質問やそうでなかった質問について
意見を出し合いリフレクションも行う。
・以上を３つのテーマすべてにおいて同一ペアで交互に行っていく
・本時のまとめを行い、授業終了
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（２）３分割リフレクションシートを活用した成果
　本報告では、３分割リフレクションシートを活用することによって明らかになった有効性を以
下の３点に基づいて提示しておきたい。
　第一に、本授業を受講した学生たちによる３分割リフレクションシートの位置づけである。こ
の点については、学生に向けて全講義を受講した後で調査した本授業の感想（自由記述形式）に
基づき検証を試みた。
　第二に、個々の学生が３分割リフレクションシートそのものに見られた実際的な変化である。と
りわけ、個別の変化に焦点を当てた検証を試みるため、記録する文字数が増え、なおかつ思考・
判断を中心とした記録内容に変化が見えるケースを取り上げて示すこととした。
　第三に、３分割リフレクションシートの活用を中心とした本授業が、受講した学生のコミュニ
ケーション力向上に与えた影響である。ここでは、上述のように一つのケースへ微視的に目を向
けた検証ではなく、授業全体としての検証を試みる。そのため、全講義の受講開始と受講終了時
点に実施するポートフォリオの結果をもとに提示した。
　以下、上述の３点それぞれに関して、2012年度前期の結果及び考察を詳述した。
１）2012年度前期　受講後調査からの結果と考察
　2012年度前期期間の受講を終えた68名の学生に、授業内容についての感想を調査した。質問は
「これまでの授業全体を通して最も印象に残った内容は何でしたか？　また、それはどうしてです
か？」として、自由記述形式で回答してもらったところ、結果は【表５】の通りとなった。
【表５：2012年度前期　受講後調査結果】
抽出した項目 回答数 %
多様な役割とテーマによるグループディスカッション 19 27.9%
３分割リフレクションシート 15 22.1%
コミュニケーション力向上プログラムをグループで企画する授業 14 20.6%
コミュニケーションや共感性、間主観性の概念・知識に関する授業 ７ 10.3%
アサーションスキルを高める授業 ５ 7.4%
１対１の様々な対話場面の授業 ５ 7.4%
岡大グッズのキャッチコピーを考えてプレゼンテーションする授業 ３ 4.4%
合　　計 68 100
　上表からも学生たちにとって３分割リフレクションシートが印象に残っていることがわかる。
特に、そのほかは内容に関する項目が多かったのに対して、内容ではなく方法としての３分割リ
フレクションシートが上位に位置づいたことも特徴的である。
　また、３分割リフレクションシートと回答した学生が記述した理由から、以下のようなことが
わかった。
　一つ目に、日常的な会話場面で思考・判断をできていなかった学生が、３分割リフレクション
シートによって、思考・判断できていなかったことを自覚することができた。一方、一定の思考・
判断は日常的にしているが、改めて言語化できていないという学生の意見もあった。このような
意見を持つ学生は、できていないことを自覚して、以降のコミュニケーションに活用しようと意
思表示をしていた。
　二つ目に、実際に３分割リフレクションシートで言語化したことから、自身の思考・判断、さ
らに情動的な側面も含めた意識を顕在化でき、それらを改善できるようになったことがわかった。
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特に、言語化（記録）する過程で実際の会話を思い出すことができ、会話の中で自分が苦しんだ
ことや困ったこと、ポイントとなることなどがわかったとのことだった。さらに、改善や調整の
あり方についても目を向けられている学生もいた。
　三つ目に、この３分割リフレクションシートをきっかけとして、日常生活におけるコミュニケー
ション場面でも応用させようとしている学生がいた。特に、自分の意思だけでなく、相手の行為・
言動に対して、その理由・動機・原因等を探るような意識を働かせることがでるようになったと
自覚する学生もいた。
　以上のような成果が学生の感想からも窺えたが、これらに加えて学生の中から３分割リフレク
ションシートだけが乖離しているのではなく、授業のカリキュラム全体の中に関連づけられてい
ることで相互作用的な効果があったという指摘もあった。
２）個々の３分割リフレクションシートの変化からの結果と考察
　ここでは、上述の通り明確な変化を見せた学生のリフレクションシートをモデルケースとして
提示した。なお、３分割リフレクションシートは、初めて取り組んだ第８時（2012年６月４日）
と本授業の総括として行った第15時（2012年７月23日）とを取り上げた。本稿で取り上げた学生
Sは本学の工学部に所属する大学１年生（2012年７月現在）である。Sは、第８時で行った「相手
がこれまで一番うれしかった出来事をできるだけ詳しく聞き出してみましょう」というテーマに
ついてのクローズドクエスチョンゲームで以下のような記録を残している。
【Sの３分割リフレクションシート①／第８時　2012年６月４日】
相手の言動 自分の思考・判断 自分の言動
はい
いいえ
いいえ
いいえ
はい
はい
（以下略）
大学に合格してよかったなぁ
と思った
Noと答えるのが早かったと
思う
食べたりすることが好きなん
だと思った
食べ物に関することをもっと
聞いてみればいいと思った
（以下空白）
大学受験？
成績？
テスト？
スポーツ？
ごはん？
果物？
（以下略）
　①の３分割リフレクションシートでは、思考・判断が３カ所だけしか記録されていないため、空
白が多くなっている。また、S自身が発した言動も簡略化されている点も特徴的である。しかし
ながら、第15時では「本日の天気の話題から、自分の好きな話題へ持っていきましょう」という
テーマに関するコミュニケーションワークにおいて、Sは以下の記録を残している。
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【Sの３分割リフレクションシート②／第15時　2012年７月23日】
相手の言動 自分の思考・判断 自分の言動
最近暑いね
運動とかできるね（テニスな
どの話になる）
テニスしたらいいやん。
バスケやったんだ。室内の競
技ではバドミントンをやった
んだよね。（バドミントンの詳
しい話）
打ち方とかもテニスとはまた
違う。
（以下略）
梅雨も明けて、気温も高く
なっているし、そら暑い。
ここで、天気が晴れているこ
とから外で運動ができるとい
う話題に持っていきたい
この前テニスをしたと相手が
言っていたので、うらやまし
いなぁと思う。
他の運動の話題もしたかった
ので、スポーツの話題に持っ
ていこう。
なんか、自分は適当にしかバ
ドミントンをしたことがない
から、ちゃんとした方法でう
まくなるためにバドミントン
をするのは難しいんだなあと
思った。
（以下略）
そうだね。最近晴れの日も多
いし、気温も高いね。
晴れていたら外で何かできる
よね？
自分もテニスがしたい。
最近バスケもしたいんだよね
なるほどね。
何か難しそう。
（以下略）
　②の３分割リフレクションシートを文字数などの量的な観点で①と比較したとき、Sが明確に
変化していることがわかる。特に、②では思考・判断の量が増えている点と、S自身や相手の会
話を正確に記録できている点に違いが顕れている。
　その上で、思考・判断の内容を分析すると、①では３カ所中２カ所が相手の反応についての感
想にとどまっている。それに対して、②では、単に感想だけにとどまるのではなく、その上で次
の言動へと移行するための自分自身の判断（方針）を記録できていることがわかる。これらは、記
録が習慣化したことからスキルが向上した成果とも考えられるが、Sは受講後の感想で以下のよ
うな記述をしている。
＜Sの受講後の感想より＞
　（３分割リフレクションシートは）自分がどんな言葉を発しているのか、どういう意図でそ
の言葉を発しているのかを考えることで、自分のコミュニケーションの良い点や悪い点が見え
てくると思う。
　日頃生きている中ではコミュニケーションをとることは何回もあると思うので、その中で適当に
会話するのではなく、いろいろ考えて頭を使いながら、言葉を発することができればいいと思う。
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　このようなSの感想からも、Sが記録に慣れてきたということだけでなく、この３分割リフレク
ションシートの有効性を実際の体験から意識化できていることがわかる。特に、コミュニケーショ
ンの最中に思考・判断しながら言動へ移行することが必要だと理解できたからこそ、記録内容に
変化を生じさせられたのではないだろうか。そして、Sが自身のコミュニケーションをリフレク
ション（省察）する必要性も理解できており、そのきっかけを３分割リフレクションシートがつ
くり出していることが窺える。
　ちなみに、S以外の学生で同様の３分割リフレクションシートによる変化を調べたところ、①
と同様のシートは56名の学生が記録している中で現象面に対する感想だけにとどまっていた学生
が42名（全体の75%）いたのに対して、②と同様のシートでは68名中８名（全体の11.8%）となっ
ていた。この結果は、あくまでも次の言動へ移行しようとした思考・判断の記録の抽出に限定し
ているが、Sだけではなく、全体的な変化として示すことができた。
３）ポートフォリオによる変化
　本センターが実施する授業では、学生の自己評価として共通のポートフォリオを導入している。
特に、本授業では「人間関係を築くための意欲と技能」領域である以下の項目に着目して、本授
業全体の評価材料としている。そして、これらの項目①～⑧における回答をもとに分析した結果
が【表６】となるので参照されたい。
???????????????
質　　　　　問
①親しい相手と積極的にコミュニケーションをとることができる
②親しくない相手とも積極的にコミュニケーションをとることができる
③相手がどのような思いや感情を抱いているのかを理解することができる
④相手に不快な思いをさせないような気配りやふるまいができる
⑤相手にわかりやすい話し方や説明ができる
⑥一定の集団の中で、自分の意見をはっきり伝えることができる
⑦一定の集団の中で、雰囲気や人間関係を乱さないようなふるまいができる
⑧自分のコミュニケーションについて日常的にふり返り、改善することができる
※ 学生は、本授業受講前の第１時と受講後の第15時のそれぞれに５段階評価（５：よくできる　
４：できる　３：どちらともいえない　２：できない　１：まったくできない）を行った。
【表６：ポートフォリオによる自己評価の結果】
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
全体（N） 67 67 67 67 67 67 67 67
自己評価が下がった ０ １ ２ ３ ０ ０ ０ ２
自己評価が上がった 14 49 43 34 34 42 23 45
自己評価が変わらな
かった
53 17 22 30 33 25 44 20
平均値（Ur） - 25 22.5 18.5 17 21 - 23.5
標準偏差（σr） - 3.54 3.35 2.92 2.92 3.24 - 3.43
（サンプル数nが５＜n≦25において、直接確率を計算）
【表６】の通り、受講前後の両方ともに評価を記入している学生が67名だった。そこから項目①
～⑧において自己評価の前と後に変化が見られた（評価が上がった、下がった）学生を対象に符
号検定を行った。符号検定において、各群の比較では自己評価が上がった、もしくは自己評価が
下がった学生の人数を算出し、1.96以上を有意差あり（p<0.05）とした。なお、サンプル数の少
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ない①（n=14）と⑦（n=23）については、直接計算し確率を求めた。
　その結果、①（P*２= 0.00012207, p<.001）、②（z=‒6.65, p<.001）、③（z=‒5.96, p<.001）、④
（z=‒4.93, p<.001）、⑤（z=‒5.66, p<.001）、⑥（z=‒6.33, p<.001）、⑦（P*２= 2.38419E-07, p<.001）、
⑧（z=‒6.13, p<.001）となり、「人間関係を築くための意欲と技能領域」の項目①～⑧のすべてに
おいて有意差が見られた。以上から、受講前と受講後の間にポジティブな変化が生まれたといえ
る。
したがって、３分割リフレクションシートを中心にコミュニケーション力向上を目標とした本授
業は、その目標に迫っていることがわかるとともに、これまでの結果からも３分割リフレクショ
ンシートがプラスの影響を与えていると考察できる。
4．本実践の成果に関する総合考察
　本実践の成果を踏まえて、以下４点が考察できる。
　第一に、３分割リフレクションシートを継続的に取り組むことで、記録内容が量的に変化して
いることがわかった。とりわけ、思考・判断の部分に明瞭な変化が窺えた。これは、記録という
行為そのものが自身のコミュニケーション場面におけるリフレクションのプロセスをつくり出し、
記録できていない現状をリフレクションすることが、思考・判断を言語化しようとする意識化へ
つながったと考察できる。
　第二に、この量的な変化は、思考・判断の質的な変化にもつながっていることがわかった。特
に、質的な変化とは、直面した現象に対して感想などに代表される表層的な思考から、現象を深
くとらえようとする分析的な思考や次なる言動のための判断（意図）に到るまで変化しているこ
とがわかり、思考・判断の重層的な形成につながったと考察できる。
　第三に、思考・判断が重層化でき、記録内容を質的に変化させていく中で、行為の後の省察が
より一層高まっていることがわかった。そして、行為の後の省察を高めていくことで、コミュニ
ケーション場面の最中にも思考・判断を意識化することができ始めている。この思考・判断の意
識化が、行為の中の省察を可能にするための入り口的な役割を果たしていると考察できる。
　第四に、行為の中の省察を可能にすることで、コミュニケーション場面の最中において「①環
境　②関係性　③知識　④方法　⑤感情」を調整・活用・改善するための判断を生み出すことが
でき、コミュニケーション力の向上へつながっていくと考察できる。さらに、この３分割リフレ
クションシートへの習慣化が、日常的な意識を改善できたケースもあった。このケースから、本
実践の目的（コミュニケーションに関する形骸化された知識及び方法の獲得傾向にある授業内容
からの脱却）に迫っていることを提起できた。
5．今後の課題
　３分割リフレクションシートを活用した本授業実践では、上述の通りの成果を生み出すことが
できたが、個々の学生による個人差については課題を残している。というのも、初段階からの記
録内容による量的及び質的な個人差は否めないため、その変化もまた大きな個人差が見られた。こ
の点については、授業方法の改善が求められる。
　また、研究的な視座からすれば、３分割リフレクションシートによる変化をより一層精微に分
析することで、思考・判断の構造化に関して、どのようなプロセスによって構造化されていくの
かを検討する必要性がある。
　なお、この理論的な観点の検討が、以降の授業方法の改善にも連結していくと考えられること
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として、以上を今後の実践的かつ研究的な課題としてとらえておきたい。
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